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情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０

お披露目記者会見

中学生が考えたら、おいしいカップケーキができました！

大宜味中発

　７月 14 日（水）、大宜味中学校２年生が商品開発したシークヮーサーのカップケーキ「クヮー

サーＣＵＰ」のリヤカー販売と新商品クヮーサーＣＵＰ発表会が行われました（リヤカー販売

は次ページで紹介）。

　「クヮーサーＣＵＰ」は「シークヮーサー酢ＳＫＳ＋Ｓ」、「いぎみだし」に続く３品目の商品。

昨年８月から総合の授業を利用して、コープおきなわを始めとする県内企業と連携し、シー

クヮーサーを活用して商品開発したもので「仏壇に供えられるお菓子として使ってもらい、地

域の人に愛されたい」、「観光客にお土産として買ってもらい、大宜味村をより多くの人に知っ

てもらいたい」という生徒たちの思いが込められています。

　この日、やんばるの森ビジターセンターで行われた記者会見では司会進行や商品の説明も生

徒たちが担当。記者から出される質問にも積極的に応え、自分たちで作った

自信作を会場を訪れた方たちはもちろんのことメディアを通して多くの方々

に紹介することができました。

　「クヮーサーＣＵＰ」はやんばるの森ビジターセンターを始め、今後旧道

の駅や村内売店で販売される予定です。
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２クヮーサーＣＵＰリヤカー販売

　７月 14 日（水）、大宜味中学校２年生が喜如嘉公民館、大宜味村

役場、塩屋公民館、津波公民館、やんばるの森ビジターセンターの

５か所で約１年間かけて商品開発したシークヮーサーのカップケー

キ「クヮーサーＣＵＰ」のリヤカー販売を行いました。

　今年はコロナウイルス感染拡大防止のため、コープおきなわでの

店舗販売が難しく、コロナ禍で「どのように商品をＰＲするか」自

分たちができることを考えていきました。クヮーサーＣＵＰには「地

域の人に愛される仏壇のお供え物」や「観光客に喜ばれるお土産」というテーマがあったので、まず

は村民へのアピールと販売方法を考えました。村内は広く、車のないお年寄り多くいるため自分たち

が出向き、直接商品を届けることができるリヤカー販売に決定。本当は各字に回りたかったのですが、

授業時間内では難しかったため今回は村内５か所での販売となりました。

　事前に住区ごとに区長さんに集まってもらい、クヮーサーＣＵＰ完成のお知らせと村内５か所でリ

ヤカー販売するため区民への周知をお願いした生徒たち。

　平日の午前中ということもあり、当日はどれだけお客さんが

来るかドキドキしていましたが、開けてビックリ、開始時刻前

からお客さんたちが集まり、用意したクヮーサーＣＵＰはどこ

の売り場でもあっという間に完売しました。

　津波公民館で販売をした我那覇藍貴くんは「最初はいらっ

しゃいませというのが恥ずかしかった。高成先生に教えてもら

い、だんだん恥ずかしくなくなった。最後は大きくはきはきと

した声で言えるようになった」と笑顔で話し、大宜味村役場で販売をした宮城泰斗くんは「用意した

ものはすぐに売れてしまった。せっかく来てくれたのに買えなかったお客さんもいて申し訳なかった。

もう少し多く仕入れたら良かった」と悔しそうに話しました。

　即完売という嬉しい結果となったリヤカー販売。これも地域の皆様たち

の応援のおかげです。ありがとうございました。

　クヮーサーＣＵＰは８月より、やんばるの森ビジターセンターで販売を

開始します。１個 150 円（税別）、6個入り１箱で 1000 円（税別）。８月の

お盆の際にはぜひ「クヮーサーＣＵＰ」でご先祖様を迎えてください。

村長、ありがとうございます！

準備もぬかりなく…

おかげさまで大盛況♪応援ありがとうございます！

たくさんの人が駆けつけてくれました！

リヤカー販売大宜味中学生が村内各地に来る～‼

３ 大宜味っ子たちの活躍

　７月３日（土）、４日（日）に奥武山総合運動場奥武山水泳プールにおいて行われた第 63 回沖縄県中学校水泳競

技大会に大宜味中学校３年生の溝川唯花さんが出場し平泳ぎ 200ｍで 2分 46 秒 84 の記録を出し優勝、100ｍでも２

位（記録：1分 17 秒 54）と好成績を収め、九州大会への切符を手に入れ、７月 19 日（月）、輝かしい成績を報告

に役場村長室に表敬訪問しました。

　水が好きで水泳を始めた唯花さんは沖縄スイミングスクールで週７回の練習に励んでいます。大会当日は会場に

外部コーチを呼び、アップや練習をみてもらい本番に臨み、本人も満足できる優勝という成績を残すことができま

した。

　８月の九州大会について唯花さんは「九州大会はこれまでとは違い、予選、決勝ではなく、タイム決勝になるの

で目標設定が難しいが、後悔なく全力で泳ぎたい」と意気込みました。

　宮城功光村長は「小さな体でよく頑張っている。中学校３年で最後の大会となるので、九州大会で上位入選し、

思い出を残してほしい」と激励しました。

　九州大会は８月３日（火）から宮崎県で行われます。村民のみなさまの応援よろしくお願いします。

　大宜味中学校出身で現在名護商工高等学校電建システム

科建築技術コースに通う２年生の真喜志燿くん、真喜志侑

くんが６月に実施された２級建築施工管理技士第１次検定

に合格しました。

　建築施工管理技士は国家資格で建設工事の現場監督に必

要な資格となります。卒業後に実務経験３年以上で「第二

次検定」を受検することができ、合格すると晴れて２級施

工管理技士になれます。今回の１次検定、名護商工２年生

の前期試験合格は燿くん、侑くんが初めてとなり快挙をみ

せてくれました。

　名護商工建築技術コースでは日建学院と連携して 2020

年３月から高校生向けに２級建築施工管理講座を開設。燿

くん、侑くんも先輩たちとともに今年の３月末から放課後

の時間を利用して日建学院の動画講座や担当教諭による特

別授業、自主学習を行い、合格につなげました。

　ものづくりが好きで建築科に進んだ二人。今は測量やものづくりをする週に４時間ある実習の時間が楽しいと話

してくれました。今回の試験に資格習得を目指して勉強を開始した二人は「勉強は難しかった。覚える範囲が広く、

教科書を読み、過去問を繰り返し解いた。」と振り返り、「次は２級土木施工管理技士の試験に挑みたい」と意欲を

見せてくれました。

　中学卒業後も新たな地で頑張る高校生たちをこれからも応援していきたいと思います。

祝 大宜味中３年溝川唯花さん、平泳ぎ200ｍ優勝、100ｍ２位
第 63 回沖縄県中学校水泳競技大会

大宜味中出身 真喜志燿くん、侑くん ２級建築施工管理技士第１次検定に合格



大教委通信 No.３１９２０２１年 （令和３年） ８月１日大教委通信 No.３１９２０２１年 （令和３年） ８月１日

４わんぱく体験団①田嘉里川

第１弾 「田嘉里川で生きものをつかまえて調べよう！！Ｐａｒｔ10」

コロナ禍でもできることを…

　去年はコロナの影響でできなかったわんぱく体験団。 まだまだコロナウイルスが落ち着いたわけじゃないけど、

コロナ禍の中でもできること、 できるもの、 できる体制を考えて実施することになりました。

　人数制限のため、 いつもとは違い５、 ６年生だけの団員。 どれだけ集まるか不安でしたが、 こんな状況下

でも 19 名の団員が集まってくれました。 ありがとうございます。

　新たな体制で早速開始！と思っていたのに、 緊急事態宣言の発令などで活動は延期に次ぐ延期…。 開催

がのびのびになってしまいましたが、 ついに７月 17 日 （土） 令和３年第１回 「田嘉里川で生きものをつかまえ

て調べよう！！Ｐａｒｔ10」 が開催されました。

令和３年度わんぱく体験団

※緊急事態宣言延長のさなかではありましたが、 今回は応援団も村民限定、 少人数、 野外での活動、 感染対策を

取ったうえで活動を行いました。

　この日参加した団員は 12 名と少なかったのですが、 いつものように班

で捕獲目標を決めて出発。 果たして自分たちで決めた目標通りに捕獲

できるのか？？わんぱくたちの力の見せどころです。

　川についてからはそれぞれで生きものを探します。 岩の下や流れがゆ

るく影のあるところが狙い目。 生きものが出てくるのをじっと待ち構えます。

　どれだけ捕れたか、 成果は帰ってからのお楽しみ♪

　雨もちらちら降っていましたが、 元気なわんぱくたちは川遊びも存分に

楽しみました。

気になる捕獲数は？？少人数ながらも 93 匹捕獲、 そのうち 7 種の名前を判明することができました。 上出来！！

さすが、 ５、 ６年生。 種の判定はお見事。 今年も立派な生き物図かんが出来そうです。 楽しみに待っててね。

貝を分類。研究者みたい…

俺の実力！

じっくり観察して書きます

水を得た魚たち…今日イチ楽しそう

流れる魚をゲット⁉

何匹捕まえちゃう？

そ～っと近づいて…お魚さん、網に入ってきて…

暑くもなく、いい捕獲日和♪

図書室情報 №24　2021 年（令和３年）８月
大宜味村図書室（旧大宜味小学校２F：村史編纂係内）

大宜味村字大宜味１番地　0980-44-3009　

利用状況累計

〇来室者数…のべ 1,094 人

〇貸出冊数…2,091 冊

〇登録者数…97 人

★現在の蔵書数…6,261 冊＋県立図書館の本 500 冊

７月の統計（７/27 まで）

〇来室者数…のべ 26 人

〇貸出冊数…45 冊

８月図書室カレンダー　閉室日 ：

新本・リクエスト本紹介

陸上教室・教育委員会議だより・図書情報

～教育委員会　会議だより～
　　　第５回　教育委員会議　　令和３年６月２５日（木）午後２時　開催　　

≪審議事項≫

議案第６号　大宜味村学校管理規則の一部を改正する規則　　　　　≪原案可決≫

議案第７号　大宜味村立小中学校共同学校事務設置要綱の一部を改正する要綱　≪原案可決≫

議案第８号　大宜味村立学校職員服務規程の一部を改正する規程　　≪原案可決≫

議案第９号　大宜味村立学校給食センター運営委員の委嘱について　≪原案可決≫

会議で決定した事項をお知らせします。

５

　※議案第６号及び議案第７号については共同事務設置要綱について不備があったので一部改正をしました。

　※議案第８号　小・中学校職員の出退勤を押印からシステム化に改める。

　※議案第９号　学校給食センター運営委員に９名の委員が委嘱されました。 

　７月 27 日（火）、大宜味小・中学校において、陸上教室が開催されました。

講師には、世界マスターズ陸上大会で金メダルを獲得した経歴をお持ちの譜久

里武氏が勤めてくれました。

　中学生には、譜久里講師の陸上クラブで実際に行っているウォーミングアッ

プの仕方や走るときのポイント等を指導してもらい、譜久里講師の経験談等も

お話してくださりました。

　小学生には、足が速くなるコツを分かりやすく教えてもらいました。ジャンプ力を高める練習をした後、

姿勢の正し方、腕の振り、目線の位置等を学び、実際に取り入れて走ってみると走るフォームが変わって

いました。

　教室で、譜久里講

師から学んだことを

陸上だけでなく、ク

ラブ・部活動にも活

かしていってほしい

です。

譜久里武氏による走ることの楽しさを学ぶ陸上教室

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ 

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ 

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ 

２９ ３０ ３１     

　緊急事態宣言をうけ、図書室では返却のみ対応となり利用者の
皆さまにはご不便をおかけしました。宣言中ではありますが７月
１２日より開室しています。来室の際は マスクの着用、手指
の消毒、できるだけ少人数でのご利用をお願いします。
　なお、体調の優れない方は来室を控えてください。皆さ
まのご理解・ご協力をお願いいたします。

 

NEW

おしらせ



大教委通信 No.３１９２０２１年 （令和３年） ８月１日大教委通信 No.３１９２０２１年 （令和３年） ８月１日

６

村史編さんだより
第 124 号　2021 年 8 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

村史編さんだより

“命どぅ宝” の遺伝子を受け継ぐめために

　　私たちが知らなければならないこと

大宜味村史企画展

　沖縄戦が終結して今年で７６年になります。二度と同じ悲しみを繰

り返さないように、戦争の実態を知り、平和な世界になることを願い、

役場の第１会議室（旧大宜味小学校つどい室）に於いて、戦争関係の

展示を行っています。新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言中とい

うこともあり、室内に入らず外か

ら見られるように展示していますので、ぜひ足をお

運びください。また、希望者には『新大宜味村史戦

争証言集　渡し番』（2015 年発刊）を進呈していま

すのでお声かけ下さい。

　　　　※展示期間：2021 年８月 12 日（木）まで

※大宜味村史写真集に収録する
戦前～昭和の写真を集めていま
す！景色・日常・人物・建物な
ど、懐かしい写真をお持ちの方
は村史までぜひご連絡下さい。

▲ドライブイン大津レストラン（津波）

▲真謝の高倉（喜如嘉 /1964 年）

▲（上）家族写真（根路銘 /戦前）

▶（右）大東パイン工場にて

　　　　（田港 /昭和 45 年）

▲豊年祭（白浜 /昭和 47 年）

塩屋大橋と同級生の

女の子（塩屋 /1960 年代）▲

７ 村史編さんだより
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三
区
は
根
路
銘
村
︑
第
四
区
は
大
宜
味
︑
大
兼

　
　
久
︑
饒
波
の
三
村
︑
第
五
区
は
喜
如
嘉
村
︑
第
六
区
は
一
名
代
︑
根
謝
銘
︑
城
の

　
　
三
村
︑
第
七
区
は
見
里
︑
親
田
︑
屋
嘉
比
の
三
村
に
お
い
て
各
々
管
理
せ
り
︒

　
　
　
　

（
大
宜
味
間
切
は
七
区
に
分
け
、
第
一
区
津
波
、
第
二
区
塩
屋
、
田
港
、
屋
古
前
田
、
渡
野
喜
屋

　
　
　
　

の
四
村
、
第
三
区
根
路
銘
、
第
四
区
大
宜
味
、
大
兼
久
、
饒
波
の
三
村
、
第
五
区
喜
如
嘉
、
第

　
　
　
　

六
区
一
名
代
、
根
謝
銘
、
城
の
三
村
、
第
七
区
見
里
、
親
田
、
屋
嘉
比
の
三
村
で
各
々
管
理
す
る
）

　
へ
︑
久
志
間
切
は
大
浦
︑
瀬
嵩
の
二
村
︑
有
銘
︑
慶
佐
次
の
二
村
及
び
平
良
︑
川
田
︑

　
　
宮
城
の
三
村
は
各
々
共
同
し
︑
他
の
各
村
は
独
立
の
管
理
区
域
を
有
す
る
規
定
な

　
　
る
も
︑
実
際
に
お
い
て
は
︑
凡
て
そ
の
管
理
区
域
を
村
別
に
分
割
せ
り
︒
尤
も
平

　
　
良
外
二
村
は
そ
の
村
付
近
の
杣
山
は
分
割
せ
る
も
︑
村
よ
り
凡
そ
一
里
以
上
離
れ

　
　
た
る
部
分
は
共
同
管
理
を
な
せ
り

三
︑
宮
古
郡
の
杣
山
は
数
区
に
分
ち
︑
一
区
毎
に
数
村
組
合
に
て
管
理
せ
り

四
︑
八
重
山
郡
は
元
々
数
村
共
同
の
管
理
な
り
し
も
︑
寛
保
元
年(

清
の
乾
隆
六
年)

　
竿
入
を
な
し
︑
各
村
分
割
し
て
管
理
せ
し
め
た
り
︒

　
　

（
八
重
山
郡
は
元
々
、
数
村
共
同
の
管
理
を
し
て
い
た
が
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
年
）
に
測
量
調
査

　
　

 

を
実
施
し
、
各
村
へ
分
割
し
て
管
理
さ
せ
た
）

　
五
︑
島
尻
郡
久
米
島
の
杣
山
は
元
々
両
間
切
共
同
管
理
な
り
し
も
︑
寛
永
二
年
︵
乾
隆

　
　
十
四
年
︶
に
至
り
両
間
切
各
々
そ
の
管
理
区
域
を
分
担
し
︑
そ
の
後
各
々
村
別
に
管

　
　
理
せ
り

　
こ
の
如
く
管
理
の
実
況
は
到
る
所
多
少
の
差
異
あ
り
︒
こ
れ
蓋
し
杣
山
の
面
積
︑
地
形
︑

土
質
並
に
慣
習
等
周
囲
の
事
情
又
相
同
じ
か
ら
ざ
る
に
基
き
た
る
も
の
に
し
て
︑
強
い
て

そ
の
方
法
を
一
定
せ
し
む
る
の
必
要
を
認
め
ず

　

（
こ
の
様
に
杣
山
の
管
理
状
況
は
大
体
、
地
域
ご
と
に
多
少
の
差
異
が
あ
る
。
そ
れ
は
杣
山
の
面
積
、
地
形
、

慣
習
な
ど
事
情
が
違
う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
強
い
て
一
律
に
す
る
必
要
を
認
め
な
い
）

故
に
沖
縄
県
土
地
整
理
法
第
十
八
号
第
二
項
に
よ
り
て
発
布
せ
ら
る
所
の
勅
令
に
︑
も
し

別
段
の
規
程
を
設
け
ざ
れ
ば
︑
以
上
各
々
異
な
り
た
る
管
理
方
法
は
︑
自
ら
将
来
尚
効
力

を
有
す
る
や
論
を
待
た
ず
︒

　
（
故
に
沖
縄
県
土
地
整
理
法
第
十
八
条
二
項
に
よ
り
発
布
さ
れ
た
勅
令
（※

天
皇
の
大
権
に
よ
っ
て
制
定
さ

　

 

れ
た
命
令
）
に
特
別
規
の
定
を
設
け
な
い
限
り
、
地
域
に
よ
る
管
理
方
法
の
違
い
は
将
来
に
お
い
て
も
引 

 
 
 
 

　

 

き
継
が
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
）

最
も
今
日
の
管
理
区
域
中
に
お
い
て
︑
将
来
そ
の
分
合
︑
交
換
等
を
行
う
の
必
要
生
ず
る

こ
と
な
き
を
保
せ
ら
れ
ず
︑
こ
れ
ら
の
場
合
に
処
す
る
為
め
︑
相
当
の
規
程
を
要
す
べ
し
︒

　

（
最
も
、
現
管
理
区
域
に
将
来
、
分
合
や
交
換
な
ど
の
必
要
が
生
じ
な
い
と
は
い
え
ず
、
こ
の
様
な
場
合
に 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

対
応
す
る
た
め
の
規
定
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

　
　
第
六
章
　
杣
山
の
造
林

　
杣
山
の
大
部
分
は
古
来
天
然
に
繁
殖
せ
る
常
緑
樹
の
混
淆
林
に
て
こ
れ
に
相
当
の
保
護

手
入
を
加
え
て
以
て
そ
の
林
相
を
維
持
す
る
こ
と
を
務
め
た
り
︒

　

（
杣
山
の
大
部
分
は
古
来
か
ら
の
自
然
の
ま
ま
の
常
緑
樹
の
入
り
混
じ
っ
た
林
で
あ
り
、
そ
こ
に
手
を
加
え

　

 

る
こ
と
に
よ
り
そ
の
林
相
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
る
）

し
か
し
て
こ
れ
ら
に
関
す
る
制
度
は
次
章
に
掲
載
し
︑
こ
の
章
に
お
い
て
は
専
ら
人
工
造

殖
に
関
す
る
杣
山
仕
立
方
法
の
制
度
に
つ
い
て
設
明
す
べ
し
︒

 
 

（
だ
が
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
次
章
に
掲
載
し
、
こ
の
章
で
は
専
ら
人
工
増
殖
に
よ
る
杣
山
仕
立
法
の
制
度
に 

 
 
 

つ
い
て
説
明
す
る
も
の
と
す
る
）

　
　
第
一
節
　
仕
立
の
方
法

　
杣
山
の
人
工
仕
立
方
法
は
こ
れ
を
三
種
に
区
別
す
る
こ
と
を
得
︑
即
ち
仕
立
敷
︑
憔
悴

山
の
仕
立
換
及
び
藪
山
仕
立
換
こ
れ
な
り
︒

　

（
杣
山
の
人
工
仕
立
の
方
法
は
三
種
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
は
仕
立
敷
（
用
材
育
成
林
地
）
、
憔
悴
山
（
乱
伐

　

 

で
荒
廃
し
た
山
）
の
仕
立
直
し
及
び
藪
山
（
憔
悴
山
よ
り
も
更
に
荒
廃
し
た
山
）
の
仕
立
直
し
で
あ
る
）

（※訳文は大意を記す。浅学につき御笑覧の上、御教授請う　文責：新城）
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「時代の流れ」という民謡がある。

　開催中の東京オリンピックの開会式を見た。２０５の国・地域の参加があると放送されて

いた。その中には人口が数万人から数十万人の国・地域が数多くあった。おそらくこれらの国・地域はか

つて列強と呼ばれた国から独立した国々であろう。そのことを考えながら見ていると、歴史的な背景から

その中に「琉球（沖縄）」があっても不思議ではないな～と考えながら入場行進を見ていた。

　沖縄は今から約４００年前には琉球国が形成された独立国であった。１６０９年に島津侵攻により琉球

国は実質島津藩の支配下に置かれることになる。その後１８７２年（明治５年）に琉球藩になり１８７９

年（明治１２年）に沖縄県となる。第２次世界大戦後は米軍の支配下に置かれて沖縄民政府が設立され、

１９５２年に琉球政府となる。米軍の支配下とはいえ“政府”の創立により形式的にはひとつの国になる。

１９７２年５月１５日に“日本復帰”という形で再度沖縄県になり現在に至っている。

　沖縄はこの４００年間、中国、日本、アメリカと国際的な情勢が変化する中で翻弄されてきた地域であ

り、現代に生きる一部の人々の中には過去の沖縄の歴史が脳裏に刻まれたまま生活している人もいる。

　田港地区に「メーレー墓」があるが、「メーレー」の由来は「目洗い」らしい。１６０９年に島津軍が

攻めてきたときにこの場所でも戦闘があり、鉄砲で撃たれた人が目を洗ったことに由来するらしい。鉄砲

という武器を知らない当時のウチナンチュは「ぼーぬさちから　ぴーぬんじたん（棒の先から火が出た）」

と言って驚いたとのことである。

うみがーみー

※ウミガメの産卵・孵化が

始まりました。 浜での足跡

などに気づきましたら教育

委員会へ情報提供をお願い

します。

２０２１年ウミガメ情報（７月 29日現在）

　オリンピックが始まりました。 せっかく日本で開催されているのにテレビでしか観られないのが残念ですが、海外とは違い （日
本時間の） 夜中に試合がないから、 寝不足にならなくて良いです。 開会式のピクトグラムも面白かったな。

ツルラン：ラン科

　こんにちは。私、ツルランです。夏に咲くランの１種で夏

エビネとも呼ばれています。白い花弁を広げた姿がツルを思

わせ、真ん中のオレンジ色の盛り上がりがタンチョウの頭に

似ているからこの名前がついたと言われているけど、ツルっ

て言うより、タコ？？（足少ないけど）

　人の見方は様々だから。私の名前を付けてくれた人たちは

とてもロマンチストだったのかも。みんなは何に見える？

今月の生きもの

撮影：村山望

№ 海岸名　 上陸・産卵日
脱出（ふ化）
予想日数

脱出（ふ化）
予想月日

種　類 備考

9 活性化センター 6月21日 50日±3 8月10日±3 アカウミガメ 浜最南端

10 塩屋漁港裏 6月27日 50日±3 8月17日±3 アオウミガメ №7の近く

11 大宜味 6月27日 50日±3 8月17日±3 アカウミガメ 浜最南端

12 活性化センター 7月4日 50日±3 8月23日±3 アカウミガメ 川南

２日（月）区長会

８日（日）山の日　東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ閉会式

９日（月）振替休日

11 日（水）（小・中）学校閉庁日 ～ 13 日

18日（水）わんぱく体験団

20 日（金） 旧盆（ウンケー）

22 日（日）旧盆（ウークイ）

24 日（火）２学期始業式　東京ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ開会式

26 日（木）定例教育委員会議

27 日（金）（小）授業参観　（小・中）PTSA 作業

28 日（土）国頭郡ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会・ｿﾌﾄﾃﾆｽ大会

国頭郡ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会 ～ 15 日

29 日（日）国頭郡ボウリング大会

31 日（火）塩屋湾のウンガミ

８月 17 日

ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙの日


